
証券コード：3399

第32回 定時株主総会

招集ご通知

開催日時 2025年４月24日（木曜日）午前10時
受付開始：午前９時

開催場所 札幌市中央区北１条西11丁目１番地
グランドメルキュール札幌大通公園
２階「リージェントホール」

決議事項 第１号議案 剰余金処分の件
第２号議案 取締役（監査等委員である取

締役を除く。）５名選任の件
第３号議案 補欠の監査等委員である取締

役１名選任の件
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証券コード 3399
2025年４月８日

（電子提供措置の開始日2025年４月１日）
株 主 各 位

札幌市東区東雁来７条１丁目４番32号

代表取締役社長 一由 聡

第32回定時株主総会招集ご通知

拝啓 平素は格別のご高配を賜りありがたく厚くお礼申しあげます。
さて、当社第32回定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご通知申しあげます。
本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット上の下記ウェブサイトに「第32回定

時株主総会招集ご通知」として電子提供措置事項を掲載しております。
当社ウェブサイト https://maruchiyo.yamaokaya.com/ir/market/

また、上記のほか、インターネット上の下記ウェブサイトにも掲載しております。
東証ウェブサイト https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

上記ウェブサイトにアクセスして、当社名又は証券コードを入力・検索し、「基本情報」「縦覧書類/PR 情報」
を順に選択のうえ、ご覧ください。

なお、当日のご出席に代えて、以下のいずれかの方法によって議決権を行使することができますので、お手数
ながら電子提供措置事項に掲載の「株主総会参考書類」をご検討のうえ、議決権を行使してくださいますようお
願い申しあげます。

［書面による議決権行使の場合］
同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、2025年４月23日（水曜日）午後６時までに

到着するようご返送ください。
［インターネットによる議決権行使の場合］
当社指定の議決権行使ウェブサイトにアクセスしていただき、画面の案内にしたがって、2025年４月23日

（水曜日）午後６時までに、議案に対する賛否をご入力ください。
なお、インターネットによる議決権行使に際しましては、４頁の「インターネット等による議決権行使のご案

内」をご確認くださいますようお願い申しあげます。
敬 具
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記

1 日 時 2025年４月24日（木曜日）午前10時（受付開始：午前９時）

2 場 所 札幌市中央区北１条西11丁目１番地
グランドメルキュール札幌大通公園 ２階「リージェントホール」
(末尾の「定時株主総会会場ご案内図」をご参照ください。)

3 目的事項 報告事項 第32期（2024年２月１日から2025年１月31日まで）事業報告及
び計算書類報告の件

決議事項 第１号議案 剰余金処分の件
第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）５名選任

の件
第３号議案 補欠の監査等委員である取締役１名選任の件

4 議決権の行使に
ついて

議決権行使書面において議案に賛否の表示がない場合は、賛成の意思表示をされ
たものとして取り扱わせていただきます。
書面とインターネット等により重複して議決権を行使された場合は、インターネ
ット等による議決権行使の内容を有効とさせていただきます。
また、インターネット等により複数回議決権を行使された場合は、最後（ただし
議決権行使期限前に限る）に行使された内容を有効とさせていただきます。

以 上

当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申し
あげます。
なお、電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトに修正内容を掲載させていた
だきます。
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2025年４月23日（水曜日） 2025年４月23日（水曜日）

株主総会に
ご出席される場合

日 時

時）９（受付開始：午前午前10時
年2025 24月４ 日（木曜日）

インターネットで議決権を
行使される場合

書面（郵送）で議決権を
行使される場合

午後６時到着分まで 午後６時入力完了分まで

書面（郵送）およびインターネット等の両方で議決権行使をされた場合は、インターネット等による議決権行使を有効な議決権行使としてお取り扱い
いたします。また、インターネット等により複数回、議決権行使をされた場合は、最後に行われたものを有効な議決権行使としてお取り扱いいたしま
す。

反対する候補者の番号を
ご記入ください。

の欄に〇印

の欄に〇印をし、「賛」
「否」

の欄に〇印「賛」

の欄に〇印

の欄に〇印

「否」
「賛」

一部の候補者を
反対する場合

全員反対する場合

全員賛成の場合

反対する場合

賛成の場合

第２号議案

第１、第３号議案

こちらに議案の賛否をご記入ください。

※議決権行使書用紙はイメージです。

行使期限 行使期限

次ページの案内に従って、議案の賛
否をご入力ください。

同封の議決権行使書用紙を会場受付
にご提出ください。

同封の議決権行使書用紙に議案に対
する賛否をご表示のうえ、ご返送く
ださい。

議 決 権 行 使 書
御中

株主番号 ○○○○○○○○ 議決権の数 XX 個

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

1.

2.

3.

4.

○○○○○○○

）
線
取
切
（

○○○○

○○○○○○○

××××年 ×月××日

見 本

議決権行使書用紙のご記入方法のご案内

議決権行使書

議決権行使についてのご案内
株主総会における議決権は、株主の皆さまの大切な権利です。
電子提供措置事項に掲載の株主総会参考書類をご検討のうえ、議決権を行使してくださいますよう
お願い申しあげます。
議決権を行使する方法は、以下の３つの方法がございます。

●

●

●

●

●

3
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議 決 権 行 使 書
御中

株主番号 ○○○○○○○○ 議決権の数 XX 個

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

1.

2.

3.

4.

○○○○○○○

）
線
取
切
（

○○○○

○○○○○○○

××××年 ×月××日

株主番号 ○○○○○○○○ 議決権の数 XX 個

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

1.

2.

3.

4.
）
線
取
切
（

○○○○○○○

見 本
見 本

4

3

ログインQRコードを読み取る方法
「スマート行使」

インターネット等による議決権行使のご案内

議決権行使コード・パスワードを
入力する方法

議決権行使コードおよびパスワードを入力することなく議決権行
使ウェブサイトにログインすることができます。

議決権行使
ウェブサイト https://soukai.mizuho-tb.co.jp/

議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。1議決権行使書用紙右下に記載のQRコードを読み取ってください。1

議決権行使書用紙に記載された
「議決権行使コード」をご入力ください。
2

「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。※

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。2

「次へ」をクリック

「パスワード」
を入力

「登録」をクリック

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。

※操作画面はイメージです。

「スマート行使」での議決権行使は１回のみ。
議決権行使後に行使内容を変更する場合は、お手数ですが
PC向けサイトへアクセスし、議決権行使書用紙に記載の
「議決権行使コード」・「パスワード」を入力してログイン、
再度議決権行使をお願いいたします。
※ QRコードを再度読み取っていただくと、PC向けサイト
へ遷移できます。

みずほ信託銀行 証券代行部 インターネットヘルプダイヤル
0120-768-524

（受付時間 平日９：00～21：00）

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォン、携帯電話の操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

「議決権行使コード」
を入力

「次へすすむ」をクリック

議決権行使書用紙に記載された
「パスワード」をご入力ください。

実際にご使用になる
新しいパスワードを
設定してください

4
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株主総会参考書類

第１号議案 剰余金処分の件
剰余金の処分につきましては、以下のとおりといたしたいと存じます。

期末配当に関する事項
当期の期末配当につきましては、当期の業績並びに今後の事業展開等を勘案し、更に創立45周年を迎えることが
できましたことから、記念配当を加え、以下のとおりといたしたいと存じます。

配当財産の種類 金銭

配当財産の割当てに関する事項
及びその総額

当社普通株式１株につき金 ８円
（うち、普通配当６円、記念配当２円）
配当総額 80,011,368円

剰余金の配当が効力を生じる日 2025年４月25日
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第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）５名選任の件
取締役（監査等委員である取締役を除く。以下、本議案において同じ）全員（６名）は、本総会終結の時をも

って任期満了となりますので、取締役５名の選任をお願いするものであります。
なお、取締役山岡 正氏は本総会終結の時をもって退任となります。
また、本議案に関しましては、当社の監査等委員会は、全ての取締役候補者について適任であると判断してお

ります。
取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者番号 氏 名 当社における地位

１ いち よし さとる

一由 聡 代表取締役社長 再 任

２ あら や けん いち

荒谷 健一 取締役営業本部長 再 任

３ おお た しん すけ

太田 真介 取締役管理本部長 再 任

４ おお しま しょう いち

大島 正一 取締役経営企画室長 再 任

５ みなみ はた やす のり

南畑 泰道 社外取締役 再 任 社 外 独 立

再 任 再任取締役候補者
社 外 社外取締役候補者 独 立 証券取引所の定めに基づく独立役員
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候補者番号

１ いち よし さとる

一由 聡 （1970年６月25日）

所有する当社の株式数……………… 213,600株
在任年数……………………………… 23年
取締役会出席状況…………………… 16／16回

再 任 [略歴、当社における地位及び担当並びに重要な兼職の状況]
1994 年６月 ㈱丸千代商事入社
1997 年３月 同社取締役営業部長
2002 年２月 当社取締役営業部長
2008 年３月 当社取締役購買部長
2010 年６月 当社取締役人事総務部長兼

経営企画室長
2011 年８月 当社取締役経営企画室長兼

営業副本部長

2012 年２月 当社取締役営業本部長
2012 年９月 当社取締役営業本部長兼

第一営業部長
2013 年３月 当社専務取締役営業本部長兼

第一営業部長
2015 年８月 当社専務取締役営業本部長兼

第二営業部長
2017 年３月 当社専務取締役営業本部長
2021 年４月 当社代表取締役社長兼営業本部長
2023 年２月 当社代表取締役社長（現任）

取締役候補者とした理由
候補者は、当社に入社後、主に営業部門に従事しており、現在は代表取締役社長として当社の経営戦略、営業戦
略、マネジメントや業務執行に十分な役割を果たしてまいりました。これらのことから、候補者は今後も当社の
企業価値向上に必要な人材であると判断し、引き続き取締役候補者といたしました。

候補者番号

２ あら や けん いち

荒谷 健一 （1979年１月８日）

所有する当社の株式数……………… 32,000株
在任年数……………………………… ８年
取締役会出席状況…………………… 16／16回

再 任 [略歴、当社における地位及び担当並びに重要な兼職の状況]
2004 年 4 月 当社入社
2009 年 9 月 当社営業本部関東第二営業部SV
2011 年 8 月 当社西日本営業部部長
2014 年 9 月 当社第二営業部部長

2015 年４月 当社管理本部人材開発部部長
2017 年４月 当社取締役管理本部長兼

人材開発部長
2021 年２月 当社取締役管理本部長
2023 年２月 当社取締役営業本部長（現任）

取締役候補者とした理由
候補者は、当社に入社後、営業部門や人事部門に従事しており、現在は営業本部長として当社の営業戦略、マネ
ジメントや業務執行に十分な役割を果たしてまいりました。これらのことから、候補者は今後も当社の企業価値
向上に必要な人材であると判断し、引き続き取締役候補者といたしました。
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候補者番号

３ おお た しん すけ

太田 真介 （1973年１月16日）

所有する当社の株式数……………… 26,000株
在任年数……………………………… ４年
取締役会出席状況…………………… 16／16回

再 任 [略歴、当社における地位及び担当並びに重要な兼職の状況]
1994 年 4 月 ㈱セイコーマート入社
1999 年 7 月 千葉登税理士事務所入社
2001 年 2 月 ㈱アイティ・コミュニケーションズ入

社
2003 年 3 月 当社入社
2008 年３月 当社財務経理部長

2012 年 2 月 当社管理本部財務経理部長兼
経営企画室長

2017 年４月 当社管理本部財務経理部長
2021 年４月 当社取締役財務経理部長
2023 年２月 当社取締役管理本部長

兼財務経理部長
2024 年５月 当社取締役管理本部長（現任）

取締役候補者とした理由
候補者は、財務経理に豊富な知識と経験を有し、当社に入社後は一貫して財務経理やＩＲ業務を担当しており、
現在は管理本部長として当社管理部門のマネジメントや財務戦略に十分な役割を果たしてまいりました。これら
のことから、候補者は今後も当社の企業価値向上に必要な人材であると判断し、引き続き取締役候補者といたし
ました。

候補者番号

４ おお しま しょう いち

大島 正一 （1979年４月23日）

所有する当社の株式数……………… 18,500株
在任年数……………………………… １年
取締役会出席状況…………………… 13／13回

再 任 [略歴、当社における地位及び担当並びに重要な兼職の状況]
2002 年10月 当社入社
2009 年４月 当社営業本部人材開発チーム課長
2011 年８月 当社西日本営業部ＳＶ
2013 年２月 当社第二営業部ＳＶ

2014 年８月 当社経営企画副室長
2017 年４月 当社経営企画室長
2024 年４月 当社取締役経営企画室長（現任）

取締役候補者とした理由
候補者は、当社に入社後、営業部門や人事部門に従事しており、現在は経営企画室長として新業態の開発や経営
戦略、広報・ＩＲ業務など、当社の営業戦略やマネジメントに十分な役割を果たしてまいりました。これらのこ
とから、候補者は今後も当社の企業価値向上に必要な人材であると判断し、引き続き取締役候補者といたしまし
た。
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候補者番号

５ みなみ はた やす のり

南畑 泰道 （1972年３月19日）

所有する当社の株式数……………… 400株
在任年数……………………………… ３年
取締役会出席状況…………………… 16／16回

再 任

社 外

独 立

[略歴、当社における地位及び担当並びに重要な兼職の状況]
1995 年４月 千代田火災海上保険㈱（現 あいおい

同和損害保険㈱）入社
2001 年４月 オリックス㈱入社
2007 年２月 ㈱八十二銀行入行
2021 年５月 当社顧問

2022 年４月 当社社外取締役（現任）
2024 年９月 長野県信用組合入組（現任）

[重要な兼職の状況］
長野県信用組合チーフエキスパート
社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
候補者は、会社経営に直接関与した経験はありませんが、主に金融機関において財務やM&Aのアドバイザリーな
ど豊富な知識と経験を有し、当社の社外取締役として、リスクマネジメントや財務、法務、労務などに十分な役
割を果たしてまいりました。これらのことから、候補者は今後も当社の企業価値向上に必要な人材であると判断
し、引き続き社外取締役候補者といたしました。

（注）１ 各候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２ 南畑泰道氏は社外取締役候補者であります。当社は、南畑泰道氏との間で会社法第427条第１項の規定に基づき、会社法第

423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、会社法第
425条第１項に定める額としており、南畑泰道氏の再任が承認された場合には、当該契約を継続する予定であります。また、
当社は、南畑泰道氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として届け出ております。同氏の再任が承認された場合に
は、当社は引き続き同氏を独立役員とする予定であります。

３ 当社は、会社法第430条の３第１項の規定に基づく役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結し、被保険者が負担す
ることとなる役員等がその職務の執行に関し責任を負うことまたは当該責任の追及に係る請求を受けることによって生じる
ことのある損害を当該保険契約により補填することとしております。各候補者が取締役に選任され就任した場合は、当該保
険契約の被保険者となります。また、当該保険契約は次回更新時においても同内容での更新を予定しております。
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第３号議案 補欠の監査等委員である取締役１名選任の件
法令等に定める監査等委員である取締役の員数を欠くことになる場合に備え、補欠の監査等委員である取締役

１名の選任をお願いいたしたいと存じます。
なお、本議案につきましては、監査等委員会の同意を得ております。
補欠の監査等委員である取締役候補者は、次のとおりであります。

お だ ぎり りょう じ

小田切 良司 （1961年２月13日） 所有する当社の株式数……………… −株

社 外 [略歴、当社における地位及び担当]
1980 年３月 北海道労働行政事務代行所入所
1990 年４月 カブトデコム㈱入社
1994 年３月 池戸経営会計事務所入所
2002 年３月 行政書士小田切良司事務所所長
2004 年11月 ㈲オフィス・ノア代表取締役（現任）

2007 年12月 小田切労務行政事務所所長（現任）
2008 年５月 労働保険事務組合MK経営労務センタ

ー理事長（現任）

[重要な兼職の状況］
㈲オフィス・ノア代表取締役
小田切労務行政事務所所長
労働保険事務組合MK経営労務センター理事長

補欠の社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
候補者は、会社経営に直接関与した経験はありませんが、行政書士としての知見や経験及び労務関連の知見を当
社の監査等委員である取締役としての監査に反映していただくことを期待したためであります。

（注）１ 候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２ 小田切良司氏は、補欠の社外取締役候補者であります。
３ 当社は、小田切良司氏が社外取締役に就任した場合には、同氏との間で会社法第427条第１項の規定に基づき、会社法第

423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結する予定であります。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、会社
法第425条第１項に定める額といたします。また、小田切良司氏は、東京証券取引所の定めに基づく独立役員の要件を満た
しており、独立役員として同取引所に届け出る予定であります。

４ 当社は、会社法第430条の３第１項の規定に基づく役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結し、被保険者が負担す
ることとなる役員等がその職務の執行に関し責任を負うことまたは当該責任の追及に係る請求を受けることによって生じる
ことのある損害を当該保険契約により補填することとしております。小田切良司氏が取締役に選任され就任した場合は、当
該保険契約の被保険者となります。

以 上
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提供書面

事業報告（2024年２月１日から2025年１月31日まで）

1 会社の現況

（1）当事業年度の事業の状況
① 事業の経過及び成果

当事業年度におけるわが国経済は、社会経済活動が正常化し所得や雇用環境の改善がみられ、個人消費が
堅調に推移し、緩やかな景気回復が続きました。一方で、円安が長期化し原材料や資材等が高騰を続けてお
り、米国の政権交代や地政学リスクの影響、為替の動向など不確定要素も多く、国内経済は依然として先行
きが不透明な状況が続いております。
外食産業におきましては、人流の活発化により外食需要が高まり、インバウンド消費も好調に推移したた

め、各社売上高は軒並み回復傾向が続いております。一方で、人材不足解消のための求人費や給与水準の引
き上げのための人件費、他にも食材原価や配送費、光熱費といった各コストの上昇が各社収益を圧迫してお
り、経営環境は依然として厳しい状況が続いております。
このような状況の中、当社は、「食を通じて、人と地域社会をつなぐ企業へ」という経営理念のもと、前

期に続き「お客様に喜んで貰う」という全社スローガンを継続し、直営による出店、店内調理、年中無休か
つ24時間営業を基本として、当社の経営ビジョンである300店舗、47都道府県への店舗展開の実現に向け、
それにふさわしい企業体制の構築を目指しております。
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当事業年度の取り組みといたしまして、第１に、売上及び利益獲得に向けて、山岡家公式アプリによるク
ーポン配信や来店ポイント付与、期間限定商品の情報発信などを積極的に行い、訴求効果を高め来店客数の
増加へ繋げました。現会員登録者数は１月末時点で約110万人に達しており、数多くの山岡家ファンの方々
にご利用いただいております。また、11月に煮干しラーメン業態全5店舗のリブランディングが完了し、集
客力向上と売上アップに繋がっております。尚、食材原価や配送費の度重なる上昇に対処するため、昨年7
月と11月に一部商品の価格改定を実施いたしました。
第２に、ＱＳＣ(商品の品質、サービス、清潔さ)向上に向けて、各店舗の細かいチェック及び指導体制の

強化のためスーパーバイザーを増員し、商品品質や接客、店舗設備や衛生面の状況把握と改善を継続的に実
施いたしました。更に、来店客数の増加に対して挨拶や商品提供の徹底、ウェイティング対応の標準化など
を実施し、営業力強化を図りお客様に喜んでいただける店舗づくりに注力いたしました。
第３に、人材確保と育成に向けて、中途社員の計画的な採用、パート・アルバイトからの社員登用、特定

技能外国人材の採用を継続的に実施し、併せて管理体制強化のための本部社員の拡充を行い、今後の事業規
模拡大を想定した体制の基盤づくりを継続的に進めております。また、店舗スタッフの調理技術や接客スキ
ル、モチベーションの維持・向上のため、社内キャンペーンを実施し、更に教育・育成部門のスタッフを増
員し教育体制の強化を進めました。
他にも、2022年にスタートした農業事業は、生産量も増え順調に規模を拡大しております。より多くの

お客様へ安心・安全な長ネギを安定して提供できるよう、今後も計画的に取り組みを進めてまいります。
当事業年度は、ラーメン山岡家を関東エリアに3店舗、関西エリアに2店舗、北陸エリアに１店舗、計6店

舗を新規出店し、当事業年度末の店舗数は188店舗となりました。また、県内初となる和歌山県へ出店し、
全国31都道県への進出を達成いたしました。
これらの取り組みにより、既存店売上高は34ヶ月連続で対前年を上回り、１月には売上高が過去最高を記

録いたしました。その結果、当事業年度の売上高は34,585,110千円（前期比30.5％増）、営業利益は
3,708,375千円（前期比79.7％増）、経常利益は3,833,476千円（前期比79.7％増）となりました。また、
特別損益において、固定資産除却損4,041千円を計上したことなどにより、当期純利益は2,832,750千円
（前期比97.7％増）となり、前事業年度に続き通期で売上高、各利益ともに過去最高となりました。
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② 設備投資の状況
当事業年度中において実施いたしました当社の設備投資の総額は1,264,871千円であります。
その主たるものは、６店舗の新規出店の設備投資であります。

③ 資金調達の状況
当事業年度中に、所要資金として金融機関より長期借入金として500,000千円の調達を実施いたしまし

た。

④ 事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況
該当事項はありません。

⑤ 他の会社の事業の譲受けの状況
該当事項はありません。

⑥ 吸収合併または吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
該当事項はありません。

⑦ 他の会社の株式その他の持分または新株予約権等の取得または処分の状況
該当事項はありません。

（2）財産及び損益の状況
第29期

（2022年１月期）
第30期

（2023年１月期）
第31期

（2024年１月期）
第32期

（当事業年度）
（2025年１月期）

売上高 （千円） 15,122,330 18,676,671 26,494,136 34,585,110
当期純利益 （千円） 386,275 413,794 1,432,628 2,832,750
１株当たり当期純利益 （円） 39.51 42.25 146.19 289.00
総資産 （千円） 6,702,184 8,462,952 11,163,578 14,452,262
純資産 （千円） 2,227,539 2,461,869 3,866,660 6,668,044
１株当たり純資産額 （円） 226.25 251.31 394.48 680.29
（注）１．「株式給付信託(ＢＢＴ)」制度に関する㈱日本カストディ銀行(信託Ｅ口)が所有する自社の株式は、１株当たり純資産額の

算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式数に含めており、また、１株当たり当期純利益の算定上、期中平均株
式数の計算において控除する自己株式数に含めております。

２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年３月31日）等を第30期の期首から適用しており、第30期以
降に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

３．当社は、2023年９月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を、2024年５月１日付で普通株式１株につき２株の株
式分割を行っております。そのため、第29期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり当期純利益及び１株
当たり純資産額を算定しております。

2025年03月24日 18時53分 $FOLDER; 14ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



14

（3）重要な親会社及び子会社の状況
① 親会社の状況

該当事項はありません。

② 重要な子会社の状況
該当事項はありません。

（4）対処すべき課題
国内経済は、個人所得や雇用環境の改善も見られ、個人消費は堅調に推移し緩やかな景気回復が続いており

ます。しかしながら、円安が長期化し物価も上昇基調となり、世界各国での政権交代など地政学リスクの影響
もあり、景気の先行きは依然として予測困難な状況が続いております。
外食産業におきましては、人流増加やインバウンド消費による外食需要が高まり、各社業績の回復が見られ

ます。一方で、給与水準の引き上げやそれに伴う物価、各種コスト上昇が業績を圧迫しており、経営環境は依
然として厳しい状況が続いております。
このような状況下で、今後の持続的な成長の実現と収益基盤強化のために、当社の対処すべき課題は、以下

のとおりであると考えております。

❶ QSCの向上について
❷ 人材の採用・育成の強化について
❸ 労務環境の整備について
❹ 着実な新規出店について
❺ 本部機能と農業事業の強化について
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（5）主要な事業内容（2025年１月31日現在）

ラーメン店の経営

（6）主要な営業所及び工場（2025年１月31日現在）

本社 北海道札幌市

店舗

北海道地区 54店舗
東北地区 18店舗
関東地区 77店舗
北陸地区 11店舗
東海地区 18店舗
関西地区 ５店舗
中国地方 ３店舗
九州地区 ２店舗

（7）使用人の状況（2025年１月31日現在）

使用人数 前事業年度末比増減 平均年齢 平均勤続年数
654（2,525）名 96（480）名 40.9歳 7.4年

（注） 使用人数は就業員数であり、臨時雇用者数（パートタイマーを含みます。）は（ ）内に年間の平均雇用人員（１名当たり１
日８時間換算）を外数で記載しております。

（8）主要な借入先の状況（2025年１月31日現在）

借入先 借入額

株式会社北海道銀行 680,792千円

株式会社三井住友銀行 340,729

株式会社三菱UFJ銀行 222,501

株式会社北陸銀行 110,010

株式会社みずほ信託銀行 99,800

（9）その他会社の現況に関する重要な事項
該当事項はありません。
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2 株式の状況（2025年１月31日現在）

① 発行可能株式総数 39,504,000株
② 発行済株式の総数 10,056,400株
③ 株主数 10,986名
④ 大株主（上位10名）

株主名 所有株式数（株） 持株比率（％）
山岡 正 1,712,000 17.12
㈱MYコーポレーション 1,340,000 13.40
㈱エヌ・ジー・シー 361,200 3.61
山岡 江利子 340,000 3.40
若杉 精三郎 265,200 2.65
一由 聡 213,600 2.14
丸千代山岡家社員持株会 212,100 2.12
和弘食品㈱ 204,000 2.04
㈱三和 200,000 2.00
㈱大橋製麺所 200,000 2.00

（注）１ 当社は、自己株式54,979株を保有しております。
２ 持株比率は自己株式54,979株を控除して計算しております。なお、当該自己株式には、株式会社日本カストディ銀行（信

託E口）が保有する当社株式199,600株は含まれておりません。
３ 当社は、2024年３月15日開催の取締役会の決議に基づき、2024年５月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行

っております。

⑤ その他株式に関する重要な事項
株式給付信託（BBT）
当社は、2018年４月26日開催の株主総会決議に基づき、2018年６月25日より、取締役（業務執行取締

役に限る。以下同じ。）に対する業績連動型株式報酬制度として「株式給付信託（BBT）」（以下、「BBT制度」
という。）を導入しております。
BBT制度は、「役員株式給付規程」に基づき、取締役にポイントを付与し、そのポイントに応じて、取締

役に株式を給付する仕組みです。当社は、制定した「役員株式給付規程」に基づき、将来給付する株式を予
め取得するために、信託銀行に金銭を信託し、信託銀行はその信託された金銭により当社株式を取得いたし
ます。なお、BBT制度に係る信託E口の2025年１月31日現在の保有株式数は199,600株であります。
株式分割
当社は、2024年５月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行いました。これにより、発行済株

式の総数は10,056,400株となりました。また、この株式分割に伴い、会社法第184条第２項の規定に基づ
き、2024年５月１日付で当社定款第５条の発行可能株式総数を39,504,000株に変更いたしました。
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3 新株予約権等の状況

該当事項はありません。

4 会社役員の状況

（1）取締役の状況（2025年１月31日現在）

会社における地位 氏名 担当及び重要な兼職の状況

代表取締役会長 山 岡 正

代表取締役社長 一 由 聡

取締役 荒 谷 健 一 営業本部長

取締役 太 田 真 介 管理本部長

取締役 大 島 正 一 経営企画室長

取締役 南 畑 泰 道 長野県信用組合チーフエキスパート

取締役（監査等委員） 坂 本 尚 幸 SCCコンサルティング株式会社代表取締役

取締役（監査等委員） 斉 藤 世司典 株式会社オーバルマネジメント代表取締役
オーバル税理士法人代表社員

取締役（監査等委員） 渡 辺 剛 NTS総合司法書士法人社員
株式会社TRUSTA社外監査役

（注）１ 取締役南畑泰道氏並びに監査等委員坂本尚幸氏、斉藤世司典氏及び渡辺剛氏は、社外取締役であります。
２ 監査等委員坂本尚幸氏は会社経営者としての経験を有し、斉藤世司典氏は税理士の資格を有し、渡辺剛氏は司法書士法人の

社員としての経験を有しており、３名の監査等委員とも財務及び会計に関する相当程度の知見を有しております。
３ 監査等委員会設置会社のもと、監査等委員会が主体となり内部統制システムを通じた組織的な監査を実施しているため、必

ずしも常勤者の選定を必要としないことから、常勤の監査等委員を選定しておりません。
４ 取締役南畑泰道氏並びに監査等委員坂本尚幸氏、斉藤世司典氏及び渡辺剛氏は東京証券取引所の規定する独立役員でありま

す。
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（2）取締役の報酬等の総額

区分 員数（名） 報酬等の額（千円）
報酬等の種類別の額

基本報酬（千円） 業績連動型株式報酬（千円）

取締役（監査等委員を除く。）
（うち社外取締役）

6
（1）

114,678
（3,600）

113,100
（3,600）

1,578
（−）

取締役（監査等委員）
（うち社外取締役）

3
（3）

13,800
（13,800）

13,800
（13,800）

−
（−）

合計
（うち社外役員）

9
（4）

128,478
（17,400）

126,900
（17,400）

1,578
（−）

（注）１ 取締役の支給額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。
２ 上記の業績連動型株式報酬の額は、当事業年度に計上した、役員株式給付引当金繰入額であります。
３ 取締役（監査等委員を除く。）の報酬限度額は、2018年４月26日開催の第25回定時株主総会において、年額300百万円以

内（ただし使用人分給与を含まない。）と決議いただいております。当該株主総会終結時点での取締役の員数は３名です。
４ 取締役の報酬等の額のうち、変動報酬については、2018年４月26日開催の第25回定時株主総会において、取締役（監査等

委員である取締役を除く。）に対する業績連動型株式報酬制度を導入し、上記の基本報酬とは別枠で、3事業年度で146百万
円を上限として金銭拠出する旨決議されております。

５ 業績連動型株式報酬に係る業績指標は、経常利益の業績計画の達成度合いにより変動するものとしております。その理由は
成長投資や株主還元の原資として分かりやすい指標であるためです。なお、2025年１月期はその目標が経常利益38億円、
実績は38.3億円となりました。

６ 監査等委員である取締役の報酬限度額は、2018年４月26日開催の第25回定時株主総会において年額100百万円以内と決議
いただいております。当該株主総会終結時点での監査等委員である取締役の員数は３名です。

（3）報酬等の内容の決定に関する方針
当社は、以下の通り取締役の報酬等の内容の決定に関する方針を定めております。
① 基本方針

取締役の報酬は、企業価値の持続的な向上を図るインセンティブとして十分に機能するよう株主利益と
連動した報酬体系としております。

② 取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬に関する方針
取締役の基本報酬は、月額の固定報酬とし、役位、職責、在任年数等に応じて総合的に勘案して決定し

ております。また、業績連動の非金銭報酬を株式給付信託とし、毎年決算時にポイントを計上しておりま
す。ポイントは業績指標を反映したものとし、経常利益の業績計画の達成度合いにより変動するものとし
ております。

③ 監査等委員である取締役の報酬に関する方針
監督機能を担う監査等委員である取締役の報酬は、その職責に鑑み基本報酬のみとしております。

2025年03月24日 18時53分 $FOLDER; 19ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



19

④ 取締役の個人別の報酬等の内容についての決定に関する事項
個人別の報酬については、第25回定時株主総会で取締役（監査等委員である取締役を除く。）は年額

300百万円以内、監査等委員である取締役は年額100百万円以内と決議いただいており、その範囲内で代
表取締役会長の原案を任意の指名・報酬諮問委員会に諮問し答申を得ることとし取締役会にて決議するこ
ととしております。
また、取締役会は、当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等について、報酬等の内容の決定方法及び

決定された報酬等の内容が、決定方針に基づいて代表取締役会長が業績を俯瞰し原案が作成され、任意の
指名・報酬諮問委員会において討議されたものであり、当該決定方針に沿うものであると判断しておりま
す。

（4）責任限定契約の内容の概要
当社と各社外取締役は、当社定款及び会社法第427条第１項の規定に基づき、会社法第423条第１項の損害

賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、会社法第425条第
１項に定める額としております。

（5）役員等賠償責任保険契約に関する事項
当社は、会社法第430条の３第１項の規定に基づく役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結し、被

保険者が負担することとなる役員等がその職務の執行に関し責任を負うことまたは当該責任の追及に係る請求
を受けることによって生じることのある損害を当該保険契約により補填することとしております。当該保険契
約の被保険者の範囲は取締役であり、保険料は全額当社が負担しております。
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（6）社外役員等に関する事項
① 他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係
・社外取締役南畑泰道氏は、長野県信用組合のチーフエキスパートであります。当社と兼職先との間には特
別な関係はありません。

・社外取締役坂本尚幸氏は、SCCコンサルティング株式会社の代表取締役であります。当社と兼職先との間
には特別な関係はありません。

・社外取締役斉藤世司典氏は、株式会社オーバルマネジメント代表取締役及びオーバル税理士法人の代表社
員であります。当社と両兼職先との間には特別な関係はありません。

・社外取締役渡辺剛氏は、NTS総合司法書士法人の代表社員及び株式会社TRUSTA社外監査役であります。
当社と両兼職先との間には特別な関係はありません。

② 当事業年度における主な活動状況
出席状況、発言状況及び

社外取締役に期待される役割に関して行った職務の概要

取締役
南畑 泰道

当事業年度に開催された取締役会16回の全てに出席いたしました。金融機関において財務や
M&Aのアドバイザリーなど豊富な知識と経験から、取締役の意思決定の妥当性等を確保する
ための発言を行っております。
更にリスクマネジメントや財務、法務、労務など当社の事業活動全般に適宜必要なアドバイス
をいただきました。

取締役（監査等委員）
坂本 尚幸

当事業年度に開催された取締役会16回の全てに出席いたしました。会社経営者としての見地か
ら、取締役の意思決定の妥当性等を確保するための発言を行っております。
また、当事業年度において開催された監査等委員会14回の全てに出席し、監査等委員の意思決
定の妥当性等を確保するための発言を行っております。
更に、任意の指名・報酬諮問委員会の委員として、客観的・中立的立場で当社の役員候補者の
選定や役員報酬等の決定過程における監督機能を担っております。

取締役（監査等委員）
斉藤 世司典

当事業年度に開催された取締役会16回のうち15回に出席いたしました。税理士としての専門
的見地から、取締役の意思決定の妥当性等を確保するための発言を行っております。
また、当事業年度において開催された監査等委員会14回の全てに出席し、監査等委員の意思決
定の妥当性等を確保するための発言を行っております。
更に、税務の専門家として、当社の経理業務に対し適宜必要なアドバイスをいただきました。

取締役（監査等委員）
渡辺 剛

当事業年度に開催された取締役会16回の全てに出席いたしました。司法書士としての専門的見
地から、取締役の意思決定の妥当性等を確保するための発言を行っております。
また、当事業年度において開催された監査等委員会14回の全てに出席し、監査等委員の意思決
定の妥当性等を確保するための発言を行っております。
更に、法務の専門家として、当社の総務業務に対し適宜必要なアドバイスをいただきました。
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5 会計監査人の状況

（1）名称 清明監査法人
（2）報酬等の額

報酬等の額（千円）

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 15,000

（注）１ 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確
に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載
しております。

２ 監査等委員会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況等を総合的に検討し、また過去の報酬実績も参考
にして、会計監査人の報酬等の額について同意いたしました。

（3）非監査業務の内容
該当事項はありません。

（4）会計監査人の解任または不再任の決定の方針
監査等委員会は、会計監査人の適格性・独立性を害する事由等の発生により、適正な監査の遂行が困難であ

ると認められる場合等、その必要があると判断した場合、株主総会に提出する会計監査人の解任または不再任
に関する議案の内容を決定いたします。
また、会計監査人が会社法第340条第１項各号のいずれかに該当する状況にあり、かつ改善の見込みがない

と判断した場合には、監査等委員全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。
この場合、監査等委員は、解任後最初に招集される株主総会におきまして、会計監査人を解任した旨と解任

の理由を報告いたします。

（5）責任限定契約の内容の概要
該当事項はありません。
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6 業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況の概要

[1] 業務の適正を確保するための体制（内部統制システムの基本方針）
取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制についての決定内容の

概要は、以下のとおりであります。

（基本的な考え方）
当社は、経営の透明性、健全性を実現、維持するためには、コンプライアンスを常に意識した経営を行うこと

が必要不可欠であり、役員・従業員が強い倫理観を持ちながら、よりよい企業風土、組織、制度を整備・確立し
企業価値を高めていくことが、企業存続において最重要であると認識しております。
よって、経営上･組織上の決定事項、重要事項、戦略等の遂行・運用において常に法令及び定款を遵守すべく、

取締役会はもとより監査等委員監査及び内部監査によるチェック体制及び稟議制度等により相互牽制機能を保
ち、適法性を維持していくべきであると考えております。

1. 経営理念
食を通じて、人と地域社会をつなぐ企業へ 全てのお客様に喜んでもらい、「お客様」「社会」「社員」に必

要とされる企業であり続ける

2. 取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
① 企業行動規範及び組織規程、職務権限規程、職務分掌規程において定められた責任及び権限に則り職務を

遂行する。
② 取締役及び従業員が法令及び定款を遵守することはもとより、経営理念を実現するために「行動指針」と

「８つの使命」を定めて実践する。
③ 法令違反行為等に関する通報に対して適切に対処するため、「社内通報制度運用規程」を制定し、従業員

の社内通報・連絡・相談窓口を設置・運用する。
④ 取締役会の監督機能の維持・向上のため、社外取締役を選任する。
⑤ 監査等委員会は、独立した立場から内部統制システムの整備・運用状況を含め、「監査等委員会監査等基

準」及び「監査計画」に従い、取締役の職務執行状況を監査する。
⑥ 内部監査室は、法令、定款及び諸規程等に基づき適切な業務が行われているか定期的に監査を行い、取締

役会に報告する。
⑦ コンプライアンス意識の徹底・向上を図るため、取締役及び従業員を対象とした、コンプライアンスの基

本や業務上必須な情報管理等に関する研修を実施し、継続的な教育・普及活動を行う。
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3. 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
① 人事総務部は、取締役の職務の遂行に係る稟議書、取締役会等の意思決定に係る重要情報について、「稟

議規程」「文書取扱規程」等に基づき、速やかに閲覧が可能な状態かつ適切な方法で保存・管理する。
② 当該情報に係る「稟議規程」「文書取扱規程」他諸規程については、必要に応じて適宜見直しを行い、改

善を図る。

4. 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
① 総合的なリスク管理体制については、コンプライアンス委員会を定期的に開催しリスク管理全般について

企画、検討、実行を行うほか、同委員会の下部組織としてリスク管理部会を設置し定期的に開催してお
り、業務プロセス上等において重大なリスクが発見された場合は、コンプライアンス委員会へ具申するこ
ととする。

② 個別のリスク管理については、災害、事故、トラブル等に迅速に対応出来るよう、店舗、エリア、本部間
の緊急連絡網を整備し、「危機管理マニュアル」を全店舗に備え付け、緊急時の対応に備えることとする。
更に、不測の事態が発生した場合には、顧問弁護士を含む外部アドバイザーに対し連絡、相談等が可能な
体制としているほか、緊急事態対策室をコンプライアンス委員会内に発足させることとする。

③ 内部監査室が定期的にリスク管理項目についての監査を行い、取締役会及び監査等委員に報告する。

5. 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保する体制
① 「取締役会規程」を遵守し、取締役は取締役会においてその業務執行に関して報告を行うことで相互に牽

制・チェック体制を保ち、経営上の重要事項については企業倫理・コンプライアンスを意識して取締役会
で決議する。

② 「取締役会規程」に定められている要付議事項については、事前に十分な資料を準備して、取締役会に付
議することを遵守する。

③ 経営計画に基づく各部門の目標と責任を明確化するとともに、予算と実績の差異分析を通じて所期の業績
目標の達成を図る。

6. 監査等委員がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事項及びそ
の使用人の取締役からの独立性に関する事項並びに指示の実効性確保に関する事項

① 必要に応じ、人事総務部と内部監査室は監査等委員からの調査の委嘱を受け、監査等委員の職務を補助し
ており、職務の遂行上必要な場合、監査等委員が使用人を取締役から独立させて業務を行うよう指示出来
る体制とする。

② 監査等委員補助使用人の取締役からの独立性を確保するため、監査等委員補助使用人は取締役の指揮、命
令を受けないものとし、当該期間中の任命、異動、評価、解任等については監査等委員の同意を得る。
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7. 取締役及び使用人が監査等委員に報告するための体制その他の監査等委員会への報告に関する体制
① 監査等委員は、重要な意思決定の過程及び業務の執行状況を把握するため、取締役会を中心に出席する。

また、必要に応じて一切の社内会議に出席する権限を持つ。
② 監査等委員の要請に応じて、取締役及び使用人は、事業及び内部統制の状況等の報告を行い、内部監査室

は内部監査の結果を報告する。
③ 取締役及び使用人は、業務または財務に重大な影響を及ぼす恐れのある法律上または財務上の諸問題や重

大な法令・定款違反及び不正行為の事実など、緊急の案件が発生した場合には、遅滞なく監査等委員へ報
告する。

8. 前号の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な扱いを受けないことを確保するための体制
監査等委員への報告を行った取締役及び使用人に対し、当該報告をしたことを理由として不利な扱いを行う

ことを禁止し、「内部通報規程」で定める通報者の保護に基づき、当該報告をした者の保護を行う。

9. 監査等委員の職務執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
監査等委員が、その職務を執行する上で発生する費用を請求した場合は、監査等委員の職務の執行に必要で

ないと認められた場合を除き、速やかに処理する。

10. その他監査等委員の監査が実効的に行われることを確保するための体制
① 社外取締役として、可能な限り企業経営に精通した経験者・有識者や公認会計士等の有資格者を招聘し、

代表取締役社長や取締役等、業務を執行する者からの独立性を保持する。
② 社長は、当社の対処すべき課題や監査上の課題について、監査等委員会と定期的に意見交換を行う。
③ 監査等委員は、内部監査室と緊密な連携を保ち、必要に応じて、内部監査室に調査を依頼することができ

る。

11. 財務報告の信頼性を確保するための体制
当社は、財務報告の信頼性を確保するため、経理規程類を整備するとともに、「財務報告に係る内部統制の

整備に関する基本方針」を定め、財務報告において不正や誤謬が発生するリスクを管理し、予防及び牽制機能
を整備・運用・評価し、不備があれば是正していく体制を整備する。

12. 反社会的勢力排除に向けた体制
① 当社は、「企業行動規範」及び「反社会的勢力対応規程」において、反社会的勢力に対して一切関係を持

たずいかなる利益供与も行わないことを明記する。
② 適宜、外部機関を利用して取引先企業の情報調査を行い、反社会的勢力・団体に該当するかどうかのチェ

ックを行う。
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[2] 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
当社は、上記に掲げた内部統制システムの整備をしておりますが、その基本方針に基づき、以下の具体的な

取り組みを行っております。
① 監査等委員出席の下、原則月１回定期的に取締役会を開催し、取締役は営業部門及び管理部門の業務執行

に関して報告を行い、その報告内容について相互牽制を実施し、法令・定款に適合しているか確認を行っ
ております。

② 各部門の部門長が出席し、原則週１回部門長会議を開催し、権限に基づいた意思決定の他、取締役会付議
事項の内容検討、業績の進捗確認等の業務上の報告を行い情報の共有を図っております。

③ コンプライアンスへの意識向上や法令違反行為等の防止を図るため、適宜リスク管理部会及びコンプライ
アンス委員会を開催し、法令遵守やリスク顕在化の有無などを審議・確認しております。

④ 監査等委員は、月１回の定例取締役会に出席し、経営上の重要事項についての報告を受けており、毎月１
回定期的に監査等委員会を開催して監査等委員間の意見交換及び意思統一を図っております。また、監査
等委員の監査が実効的に行われるために、監査等委員は内部監査室と連携し内部監査室の監査内容の報告
を受け、情報共有をする等連携強化に努めております。更に、監査等委員は会計監査人とも定期的に連携
を取り、監査計画や監査報告などの報告を受け、また、社長との面談を適宜行い監査等委員監査の充実を
図っております。

7 その他

事業報告の内容を補足する重要な事項はありません。
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計算書類

貸借対照表（2025年１月31日現在） （単位：千円）

科目 当期 （ご参考）前期
資産の部
流動資産 7,389,748 4,844,110

現金及び預金 3,964,611 2,774,994
売掛金 889,790 581,448
店舗食材 2,157,596 1,171,936
仕掛品 15,571 10,410
原材料及び貯蔵品 101,204 75,438
前払費用 174,677 159,874
その他 86,296 70,007

固定資産 7,062,514 6,319,468
有形固定資産 5,394,506 4,745,683
建物 2,901,590 2,650,339
構築物 624,262 567,219
機械装置 240,300 189,473
車両運搬具 10,578 2,608
工具器具備品 276,618 318,909
リース資産 25,901 22,744
土地 1,234,755 906,631
建設仮勘定 80,498 87,757

無形固定資産 144,700 79,491
借地権 25,933 25,933
ソフトウエア 115,286 50,077
その他 3,481 3,481

投資その他の資産 1,523,307 1,494,293
投資有価証券 62,953 37,315
敷金保証金 583,005 581,654
保険積立金 339,579 360,747
長期前払費用 91,091 88,915
繰延税金資産 443,667 421,510
その他 3,010 4,149

資産合計 14,452,262 11,163,578

科目 当期 （ご参考）前期
負債の部
流動負債 6,089,318 5,150,219

買掛金 1,097,307 785,202
１年以内返済予定長期借入金 546,343 635,129
１年以内償還予定社債 353,000 248,000
リース債務 6,142 5,142
未払金 2,167,284 1,733,453
未払法人税等 728,103 730,986
未払消費税等 691,175 557,636
契約負債 467,367 437,684
資産除去債務 − 2,922
その他 32,594 14,062

固定負債 1,694,900 2,146,698
長期借入金 1,301,646 1,365,509
社債 225,000 578,000
リース債務 21,008 18,642
資産除去債務 11,715 10,620
役員株式給付引当金 74,739 75,265
その他 60,790 98,660

負債合計 7,784,218 7,296,918
純資産の部
株主資本 6,634,790 3,852,146
資本金 325,832 325,832
資本剰余金 341,127 341,127
資本準備金 306,932 306,932
その他資本剰余金 34,195 34,195

利益剰余金 6,069,288 3,286,545
利益準備金 400 400
その他利益剰余金 6,068,888 3,286,145
繰越利益剰余金 6,068,888 3,286,145

自己株式 △101,458 △101,358
評価・換算差額等 33,253 14,513
その他有価証券評価差額金 33,253 14,513

純資産合計 6,668,044 3,866,660
負債・純資産合計 14,452,262 11,163,578
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損益計算書（2024年２月1日から2025年１月31日まで） （単位：千円）

科目 当期 （ご参考）前期
売上高 34,585,110 26,494,136
売上原価 10,239,728 7,657,626
売上総利益 24,345,381 18,836,509
販売費及び一般管理費 20,637,005 16,772,766
営業利益 3,708,375 2,063,742
営業外収益 163,624 109,061
受取利息配当金 3,075 2,621
賃貸収入 16,919 15,786
雑収入 143,629 90,654

営業外費用 38,522 40,013
支払利息 29,184 32,955
社債発行費 − 3,617
雑損失 9,338 3,441

経常利益 3,833,476 2,132,790
特別利益 1,828 27
固定資産売却益 1,828 27

特別損失 4,041 36,658
固定資産売却損 0 −
固定資産除却損 4,041 21,882
減損損失 − 14,776

税引前当期純利益 3,831,263 2,096,158
法人税・住民税及び事業税 1,027,563 794,600
法人税等調整額 △29,050 △131,069
当期純利益 2,832,750 1,432,628
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株主資本等変動計算書（2024年２月1日から2025年１月31日まで） （単位：千円）
株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本
合 計資本準備金 その他

資本剰余金
資本剰余金
合計 利益準備金

その他
利益剰余金 利益剰余金

合計繰越利益
剰余金

2024年２月１日期首残高 325,832 306,932 34,195 341,127 400 3,286,145 3,286,545 △101,358 3,852,146

事業年度中の変動額

剰余金の配当 △50,007 △50,007 △50,007

当期純利益 2,832,750 2,832,750 2,832,750

自己株式の取得 △99 △99

株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額（純額）

事業年度中の変動額合計 − − − − − 2,782,743 2,782,743 △99 2,782,643

2025年１月31日期末残高 325,832 306,932 34,195 341,127 400 6,068,888 6,069,288 △101,458 6,634,790

評価・換算差額等
純資産合計

その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計

2024年２月１日期首残高 14,513 14,513 3,866,660

事業年度中の変動額

剰余金の配当 △50,007

当期純利益 2,832,750

自己株式の取得 △99

株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額（純額） 18,740 18,740 18,740

事業年度中の変動額合計 18,740 18,740 2,801,384

2025年１月31日期末残高 33,253 33,253 6,668,044
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個別注記表
1. 重要な会計方針に係る事項
（1）資産の評価基準及び評価方法
① その他有価証券
・市場価格のない株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）を採
用しております。

・市場価格のない株式等 移動平均法による原価法を採用しております。
② 棚卸資産
・店舗食材及び原材料 月次総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により

算定）を採用しております。
・仕掛品 個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

を採用しております。
・貯蔵品 最終仕入原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）を採

用しております。

（2）固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産（リース資産を除く）

定率法（ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年
４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については定額法）を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物 14年〜31年
構築物 10年〜30年
また、定期借地権契約上の店舗の建物及び構築物については、その耐用年数が定期借地権契約
期間を超えている場合は、定期借地権契約期間を耐用年数とし、残存価額を零とした定額法に
よっております。

② 無形固定資産（リース資産を除く）
定額法を採用しております。
なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいてお
ります。

③ リース資産 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。
④ 長期前払費用 定額法を採用しております。

（3）引当金の計上基準
役員株式給付引当金 役員株式給付規程に基づく取締役（監査等委員である者を除く。）への当社株式の給付に備え

るため、当事業年度末における株式給付債務の見込み額に基づき計上しております。
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（4）収益及び費用の計上基準
当社は飲食事業における直営店の運営を主としており、飲食事業においては顧客に商品を提供した時点で履行義務が充足される

ことから、当該時点をもって収益を認識しております。また、顧客に発行した無料引換券については、顧客が無料引換券を使用す
るごとに商品を提供する義務を負っており、当該無料引換券の使用時または失効時に履行義務が充足されることから、当該時点で
収益を認識しております。

（5）ヘッジ会計の方法
① ヘッジ会計の方法 ヘッジ会計の特例処理を採用しております。
② ヘッジ手段とヘッジ対象 ヘッジ手段…金利スワップ取引

ヘッジ対象…借入金
③ ヘッジ方針 金利変動リスクを回避するために、特例処理の条件内でヘッジを行っております。
④ ヘッジ有効性評価の方法 特例処理によっているため、有効性の評価を省略しております。

2. 会計方針の変更に関する注記
該当事項はありません。

3. 表示方法の変更に関する注記
該当事項はありません。

4. 会計上の見積りに関する注記
（固定資産の減損）

（1）当事業年度の計算書類に計上した金額

減損損失 −千円

有形固定資産 5,394,506千円

無形固定資産 144,700千円

長期前払費用 91,091千円

（2）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
当社は、独立したキャッシュ・フローを生み出す最小の単位である店舗単位によって資産のグルーピングを行っております。ま

た、賃貸資産については、物件ごとにグルーピングを行っております。資産グループの収益性の低下により減損の兆候があると認め
られた場合には、回収可能価額と帳簿価額を比較し減損損失の要否を判定しており、減損損失を認識すべきであると判定した場合、
帳簿価額を回収可能価額まで減額し減損損失を計上しております。
減損損失の要否の判定において使用する将来キャッシュ・フローは、取締役会で承認された事業計画を基礎としております。事業

計画は、過去の業績推移や食材単価を始めとしたコストの趨勢を考慮しております。しかしながら、将来の市場環境等、事業計画の
前提とした条件や仮定に変更が生じ、実際の営業損益またはキャッシュ・フローが見積りと異なった場合、翌事業年度の計算書類に
重要な影響を及ぼす可能性があります。
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5. 貸借対照表に関する注記
（1）担保に供している資産

建物 174,618千円
土地 337,516千円

計 512,134千円
上記の物件は、長期借入金（１年以内返済予定額を含む）302,000千円の担保に供しております。

（2）有形固定資産の減価償却累計額 6,393,693千円

6. 損益計算書に関する注記
該当事項はありません。

7. 株主資本等変動計算書に関する注記
（1）発行済株式の総数に関する事項

株式の種類 当事業年度期首の株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末の株式数

普通株式 5,028,200株 5,028,200株 −株 10,056,400株

（2）自己株式の数に関する事項

株式の種類 当事業年度期首の株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末の株式数

普通株式 127,276株 127,303株 −株 254,579株

（注）１ 発行済株式の数の増加は、株式分割による増加であります。
２ 自己株式の数の増加は、単元未満株式の買取による増加27株及び株式分割による増加127,276株であります。
３ 当事業年度期首の自己株式数には、「株式給付信託（BBT）」に係る信託財産として株式会社日本カストディ銀行（信託E口）

が保有する当社株式199,600株、当事業年度末の自己株式数には、「株式給付信託（BBT）」に係る信託財産として株式会社
日本カストディ銀行（信託E口）が保有する当社株式199,600株が含まれています。
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（3）剰余金の配当に関する事項
① 配当金支払額等

2024年４月26日開催の第31回定時株主総会において、次のとおり決議しております。
・配当金の総額 50,007千円
・１株当たり配当金額 10円
・基準日 2024年１月31日
・効力発生日 2024年４月30日

（注） 2024年４月26日開催の定時株主総会において決議された配当金の総額には、株式会社日本カストディ銀行（信託E口）が保
有する当社株式に対する配当金998千円が含まれております。

② 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度になるもの
2025年４月24日開催予定の第32回定時株主総会において、次のとおり付議いたします。
・配当金の総額 80,011千円
・配当の原資 利益剰余金
・１株当たり配当金額 8円
・基準日 2025年１月31日
・効力発生日 2025年４月25日

（注） 2025年４月24日開催予定の定時株主総会に付議する配当金の総額には、株式会社日本カストディ銀行（信託E口）が保有す
る当社株式に対する配当金1,596千円が含まれております。

（4）当事業年度末日における新株予約権に関する事項
該当事項はありません。

8. 税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
繰延税金資産
未払事業税 58,070千円
未払事業所税 351千円
契約負債 142,126千円
未払賞与 121,487千円
減価償却費 52,184千円
資産除去債務 43,525千円
減損損失 159,522千円
投資有価証券 6,051千円
その他 1,063千円
繰延税金資産小計 584,384千円
評価性引当額 △130,476千円

繰延税金資産合計 453,907千円
繰延税金負債
その他有価証券評価差額金 △10,240千円

繰延税金負債合計 △10,240千円
繰延税金資産の純額 443,667千円
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9. 金融商品に関する注記
（1）金融商品の状況に関する事項
① 金融商品に対する取組方針

当社は、資金運用については預金等の安全性の高い金融資産に限定し、また、資金調達については、設備投資計画に照らして、
必要な資金は主に銀行借入による方針であります。デリバティブは、借入金の金利変動リスクの回避を目的としており、投機的な
取引は行わない方針であります。

② 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
営業債権である売掛金は、そのほとんどが１か月以内の回収期日であり、顧客の信用リスクに晒されております。当該リスクに

関しては、当社の規則に従い、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行うとともに、主な取引先の財務状況等の悪化等による回収
懸念の早期把握や軽減を図る体制としております。
投資有価証券である株式は、市場価格の変動リスクに晒されておりますが、それらは業務上の関係を有する企業の株式がほとん

どであり、当該リスクに関しては財務経理部において定期的に時価や発行体（主として取引先企業）の財務状況等を把握する体制
としております。
敷金保証金は、主に店舗の賃貸借契約による差入預託保証金であります。当該敷金及び保証金については、当社の規則に従い、

適切な債権管理を実施する体制としております。
営業債務である買掛金、未払金は、そのほとんどが１ヶ月以内の支払期日であります。
長期借入金、社債、リース債務及び長期未払金は、主に設備投資に係る資金調達です。変動金利の借入金は金利の変動リスクに

晒されますが、長期借入を変動金利で実施し、その支払金利の変動リスクを回避して支払利息の固定化を図る場合には、ヘッジの
有効性の評価において金利スワップ取引の特例処理の要件を満たしていることを前提に、個別契約ごとに金利スワップ取引をヘッ
ジ手段として利用することを原則としております。
デリバティブ取引の執行・管理については、当社の規則に従い、また、デリバティブ取引の利用にあたっては、いずれも信用度

の高い国内の金融機関に限定しており、契約不履行による信用リスクはほとんどないと認識しております。
③ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動す
ることがあります。
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（2）金融商品の時価等に関する事項
2025年１月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

貸借対照表計上額 時価 差額
（1）投資有価証券 62,953 62,953 −千円
（2）敷金保証金（※２） 506,354 458,004 △48,350

資産計 569,307 520,957 △48,350
（1）１年以内返済予定長期借入金 546,343 562,078 15,735
（2）１年以内償還予定社債 353,000 352,603 △396
（3）リース債務（流動負債） 6,142 7,156 1,014
（4）長期未払金（流動負債） 37,869 38,468 599
（5）長期借入金 1,301,646 1,268,249 △33,396
（6）社債 225,000 219,007 △5,992
（7）リース債務（固定負債） 21,008 19,795 △1,212
（8）長期未払金（固定負債） 56,190 54,280 △1,910

負債計 2,547,199 2,521,640 △25,559
デリバティブ取引 − − −

※１．「現金及び預金」「売掛金」「買掛金」「未払金」「未払法人税等」「未払消費税等」については、現金であること、及び短期間で
決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。

※２．資産除去債務相当額を控除しております。

（注）１．金銭債権の決算日後の償還予定額

１年以内（千円） １年超５年以内（千円） ５年超10年以内（千円） 10年超（千円）

現金及び預金 3,964,611 − − −

売掛金 889,790 − − −

敷金保証金 19,414 82,963 322,501 81,475

合計 4,873,816 82,963 322,501 81,475

２．長期借入金、社債、リース債務及び長期未払金の決算日後の返済予定額

１年以内
（千円）

１年超２年以内
（千円）

２年超３年以内
（千円）

３年超４年以内
（千円）

４年超５年以内
（千円）

５年超
（千円）

長期借入金 546,343 442,561 253,233 181,584 166,364 257,904

社債 353,000 103,000 48,000 28,000 28,000 18,000

リース債務 6,142 6,344 6,670 7,014 978 −

長期未払金 37,869 30,247 22,051 3,892 − −

合計 943,354 582,152 329,955 220,490 195,342 275,904
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（3）金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類しておりま

す。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価の算定の対象となる

資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定に係るインプットを

用いて算定した時価
レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属するレベルのう

ち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

①時価で貸借対照表に計上している金融商品

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券

その他有価証券

株式 62,953 − − 62,953

資産計 62,953 − − 62,953

②時価で貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

敷金保証金 − 458,004 − 458,004

資産計 − 458,004 − 458,004

１年内返済予定長期借入金 − 562,078 − 562,078

１年内償還予定社債 − 352,603 − 352,603

リース債務（流動負債） − 7,156 − 7,156

長期未払金（流動負債） − 38,468 − 38,468

長期借入金 − 1,268,249 − 1,268,249

社債 − 219,007 − 219,007

リース債務（固定負債） − 19,795 − 19,795

長期未払金（固定負債） − 54,280 − 54,280

負債計 − 2,521,640 − 2,521,640
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（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定の算定に係るインプットの説明
投資有価証券

投資有価証券は相場価格のある活発な市場で取引されている上場株式により構成されておりますので、レベル１の時価に分類
しております。

敷金保証金
敷金保証金の時価は、その将来キャッシュ・フローを国債の利回り等の利率を基に割引現在価値法により算定しており、レベ

ル２の時価に分類しております。
長期借入金（１年内返済予定を含む）

長期借入金の時価は、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値により算定して
おり、レベル２の時価に分類しております。また、変動金利による長期借入金は金利スワップの特例処理の対象とされており、
当該金利スワップと一体として処理された元利金の合計額を、同様の借入を行った場合に適用される合理的と見積もられる利率
で割り引いて算定する方法によっております。

社債（１年内償還予定を含む）
社債の時価は、元利金の合計額を当該社債の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に割引現在価値法により算定してお

り、レベル２の時価に分類しております。
長期未払金

長期未払金の時価は、元利金の合計額を同様の割賦契約を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値により算定して
おり、レベル２の時価に分類しております。

リース債務
リース債務の時価は、元利金の合計額を新規にリース取引を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値により算定し

ており、レベル２の時価に分類しております。

10. 賃貸等不動産に関する注記
重要性がないため記載を省略しております。

11. 持分法損益等に関する注記
該当事項はありません。

12. 関連当事者との取引に関する注記
該当事項はありません。

13. 収益認識に関する注記
(1）顧客との契約から生じる収益を分解した情報
当事業年度（自 2024年２月１日 至 2025年１月31日）

当事業年度
飲食事業 34,442,896千円
その他 142,213

外部顧客への売上高 34,585,110
(2）顧客との契約から生じる収益を理解するため基礎となる情報
当社の収益を理解するための基礎となる情報は、【個別注記表】の１.重要な会計方針に係る事項の⑷収益及び費用の計上基準に記載

のとおりであります。
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(3）当事業年度及び翌事業年度以降の収益の金額を理解するための情報
①契約資産及び契約負債の残高等

当事業年度
期首残高 期末残高

顧客との契約から生じた債権 581,448千円 889,790千円
契約負債 437,684千円 467,367千円

契約負債は、顧客に発行した無料引換券を履行義務として識別し、取引価格から将来顧客により行使されると見込まれる金額を控除
したもので、収益の認識に伴い取崩されます。
②残存履行義務に配分した取引価格
当初に予想される契約期間が１年を超える重要な契約がないため、実務上の便法を適用し、記載を省略しております。

14. １株当たり情報に関する注記
（1）１株当たり純資産額 680円29銭
（2）１株当たり当期純利益 289円00銭
（注）１ 当社は、2023年９月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を、2024年５月１日付で普通株式１株につき２株の株式

分割を行っております。そのため、前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり純資産額及び１株当
たり当期純利益を算定しております。

２ 「株式給付信託(ＢＢＴ)」制度に関する㈱日本カストディ銀行(信託Ｅ口)が所有する自社の株式は、１株当たり純資産額の算
定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式数に含めており、また、１株当たり当期純利益の算定上、期中平均株式数
の計算において控除する自己株式数に含めております。
１株当たり純資産額の算定上、控除した当該自己株式の期末株式数は、前事業年度において199,600株、当事業年度にお

いて199,600株であり、１株当たり当期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前事業年度において
201,874株、当事業年度において199,600株であります。

15. 重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。
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16. その他の注記
（取締役に対する株式給付信託（BBT）の導入）
当社は、2018年４月26日開催の第25回定時株主総会決議に基づき、2018年６月25日より、当社取締役（監査等委員である取締

役、及びそれ以外の取締役のうち社外取締役である者を除く）に対して、中長期的な業績向上と企業価値の増大に貢献する意識を高め
ることを目的とし、業績連動型株式報酬制度「株式給付信託（BBT（＝Board Benefit Trust））」（以下、「本制度」といいます。）を導
入しております。
1. 取引の概要

当社が拠出する金銭を原資として、本制度に基づき設定される信託を通じて当社株式を取得します。取得した当社株式は、取締役
に対して、当社が定める「役員株式給付規程」に従い、受益者要件を満たした者に当社株式等を給付します。

2. 信託に残存する当社株式
信託に残存する自社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己株式として計上していま

す。
当事業年度末における当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、80,769千円、199,600株であります。
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計算書類に係る会計監査報告
独立監査人の監査報告書

2025年３月25日
株式会社丸千代山岡家
取締役会 御中

清明監査法人
北海道札幌市
指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 加 賀 聡
指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 島 貫 幸 治

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社丸千代山岡家の2024年２月１日から2025年１月

31日までの第32期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びに
その附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書

類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当監

査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に
関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、
意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにあ

る。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視する
ことにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容

に対して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と計

算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な
相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告するこ

とが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適正に表示す

ることにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要
と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるかどうかを評

価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場
合には当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がない

かどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。
虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与
えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての

判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案
し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を
入手する。

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実
施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連
する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継
続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継
続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起するこ
と、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明す
ることが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況に
より、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどうか
とともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を
適正に表示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備

を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人

の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を
許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査等委員会の監査報告
監 査 報 告 書

当監査等委員会は、2024年２月１日から2025年１月31日までの第32期事業年度における取締役の職務の執行について監
査いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。

1. 監査の方法及びその内容
監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の内容並びに当該決議に

基づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的
に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明するとともに、下記の方法で監査を実施しました。
① 監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部統制部門と連携の上、重要な会議に出席し、取締
役及び使用人等からその職務の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、
本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査しました。

② 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人から
その職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に
行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」
（2005年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。
以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本

等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書について検討いたしました。

2. 監査の結果
（1）事業報告等の監査結果

一 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
二 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められません。
三 内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関する事
業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人清明監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2025年３月27日
株式会社 丸千代山岡家 監査等委員会

監査等委員（社外取締役） 坂 本 尚 幸 ㊞
監査等委員（社外取締役） 斉 藤 世司典 ㊞
監査等委員（社外取締役） 渡 辺 剛 ㊞

（注） 監査等委員坂本尚幸、斉藤世司典、渡辺剛は、会社法第２条第15号及び第331条第６項に規定する社外取締役であり
ます。

以 上
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会場
グランドメルキュール札幌大通公園２階「リージェントホール」
札幌市中央区北1条西11丁目1番地 TEL（011）271－2711

交通
J R ●A 札幌駅 札幌駅からタクシー約5分
地 下 鉄 ●B 東西線 西11丁目駅下車 ①番出口左折徒歩約3分

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

定時株主総会会場ご案内図
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※駐車場の用意はいたしておりませんので、お車での来場はご遠慮くださいますようお願い申しあげます。

グランドメルキュール
札幌大通公園
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